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人材マネジメントコース

相原　孝夫 ＨＲアドバンテージ　代表取締役社長

アキレス美知子 あおぞら銀行　常務執行役員

太田　直樹 万有製薬　取締役執行役員

大藪　　毅 慶應義塾大学大学院　専任講師

加賀　　博 ジーアップキャリアセンター
代表取締役社長

神谷　隆史 東京理科大学大学院　教授

神作　裕之 東京大学　教授

木谷　　宏 学習院大学　特別客員教授

北原　正敏 法政大学大学院　教授

小林喜一郎 慶應義塾大学大学院　教授

佐藤　　厚 法政大学　教授

佐藤　博樹 東京大学　教授

長期的に企業価値と競争力を高める、戦略的人事リーダーの養成

～失敗や悩みを含めた仕事経験共有の場～
　人事の仕事は同じ社内では孤独な仕事である。新しい人事施策の反省や悩みを人事部以外の

社員に話すことは難しい。人事担当者から評価制度の悩みを打ち明けられれば、社員は大混乱で

ある。黙って仕事、が人事担当には求められる。しかし、人事担当者が能力を高め、仕事の改善

を図るためには、失敗や悩みを含めた仕事経験の共有が不可欠である。だからこそ、人事担当者

たちは他社に仕事仲間を作り、お互いに学び合うべきなのである。他社のネットワークづくりが

これほど役立つ職種（部門）も珍しいと思う。

　経営アカデミーのグループ研究は、自社の人事制度、そして自らの仕事経験を語り合うことか

ら始まる。ここでは結論の決まった議論は用無しである。現場を離れ、未知の研究テーマを他社

の仲間と一から議論することは、マンネリ仕

事から染みついた惰力を洗い流し、人事の機能

を全社的視点から俯瞰する力を与えてくれる。

　それだけではない。この１年間の議論は、そ

の結論以上にその過程が大切なのである。議論

した経験は、一生の学習仲間を生み出してくれ

る。卒業後も学習仲間との学びは続くし、もち

ろんグループ講師も卒業後は対等な学習仲間

である。

人事部、人材開発部門のマネジャーおよびその候補、リーダー、戦略スタッフ

開催日程

対　　象

2010 年 6月～2011年 2月　水曜日【月2～3回】　10:00~17:00　合宿3回

講師陣

グループ指導講師より

八代　充史
慶應義塾大学

教授

坂爪　洋美
和光大学
教授

梅崎　修
法政大学
准教授

藤村　博之
法政大学大学院

教授

數土　文夫
JFE ホールディングス
株式会社
代表取締役社長 (CEO)

過去の参加者データ

コーディネーター・指導講師

コース委員長

守島　基博
一橋大学大学院

教授

梅崎　修　法政大学　准教授

梅崎 修　法政大学　准教授（前列左から二人目）

白木　三秀 早稲田大学　教授

鈴木　竜太 神戸大学大学院　准教授

諏訪　康雄 法政大学大学院　教授

髙木　晴夫 慶應義塾大学大学院　教授

高田　朝子 法政大学大学院　准教授

中嶋　哲夫 人事教育コンサルタント

中島　　豊 中央大学大学院　客員教授

中原　　淳 東京大学　准教授

樋口　美雄 慶應義塾大学　教授

菱山　隆二 企業行動研究センター　所長

平野　光俊 神戸大学大学院　教授

宮城まり子 法政大学　教授

山口　生史 明治大学　教授

48％
30～34 歳

18％
課長以上

20％
課長代理

34％
係長・主任

28％
一般

15％
40～44 歳

28％
35～39 歳

■ 役職別

■ 年齢別
8％
25～29 歳

環境の変化が人的資源や経営に与えるインパクトを理解し、こ
れからの人材マネジメントの方向性や課題、解決方法を探る

企業価値、競争優位の源泉として人材を捉え、経営戦略の展開
を支えるための人事戦略を構想する

人材の能力を引き出し、成長させるための仕組みと環境をデザ
インし、職場・現場マネジメントの生産性向上を支援する力を
身につける

1.
2.
3.

（氏名五十音順、最近4年間）

コースのねらい
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2010

６
月
〜
８
月

９
月
〜
11
月

12
月
〜
２
月

６月　開　講

課　題

課　題

自社の課題の振り返り

コース参加の目標設定

課題図書についてレポート

課題図書についてレポート

企業の経営戦略と人材マネジメント

組織と個人の関係

人事システム

社会環境・労働市場と人事

●社会構造の変化・自社の競争環境の変化の本質を理解する

●人事部は、「経営トップのパートナー」になり得ているか

●経営戦略をサポートし、強化する人事戦略を構想する

●自社の価値を高めるために、人事部が果たすべき役割とは

●10年後に通用する人事部のあり方を討究する

●働くことの本質について理解を深める

●個人のモチベーションを高め、職場の総合力を上げていく
ために、人事部は何ができるか

●キャリア形成支援に企業が果たすべき役割とは

●職場のメンタルヘルスを維持し、高めるために、どのように
現場の管理職をサポートするか

●業績評価と処遇はいかにあるべきか

●最新の職場課題、社会的な問題を労働法から読み解く

●労務管理と人事管理　～特にホワイトカラーの労働時間管
理を中心に～

●海外事業所での人的資源管理の課題と解決策を探る

●ダイバーシティマネジメントを自社で実行するための理論と
実践を学ぶ

●業務革新を促進するための人事システム構築、現場マネジメ
ントへのサポートを探る

●実務家・企業経営者とのセッションを通じて、経営と人事の
あるべき関係性を考える

●企業倫理、コンプライアンス経営への理解を深め、人事が
果たす役割を明確にイメージする

●自分が目指す人事像を構築する

第 1回合宿（7月上旬）

第 2回合宿（10月中旬）

第 3回合宿（12月中旬）

メンバーの問題意識共有
テーマ設定

グループ研究開始

まとめへの橋頭堡づくり
コーディネーターとの討論

中間発表会

文献調査、グループ指導講師、
メンバーとの徹底した議論の積
み重ね

アンケート調査、インタビュー調査
など仮説の検証
理論構築・施策への落とし込み

報告書の取りまとめ

自社で今後取り組んでいく
目標設定・将来像のデザイン

中間時点での振り返りと
今後の目標確認

講義・演習・ケーススタディ

2月下旬終講／グループ研究成果発表
（昨年度の研究テーマ）「γ思考によるキャリア･デザイン」「社員の自己変革をもたらすサポートプログラム」

各自の問題意識に沿って自由にカリキュラムを組み立てられるシニアマスターコース（P.27参照）、
グループ指導の先生を中心に年代を超えたＯＢ交流会、テーマ別勉強会など

グループ研究 自己課題

プログラムの流れ

現場での実践・掘り下げ

課　題
自社の「真の競争力」について
レポート

コース参加の問題意識・課
題整理、1年後の目標設定

経
営
戦
略
へ
の
目
線

職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
目
線

社
会
・
人
間
へ
の
目
線


